
ファスナー修理を可能にする取り組み事例

YKK株式会社における事例

取組み概要

効果

修理時間を削減するVISLON® ファスナー用リペア対応エレメントを販売

 2024年、繊維製品の長寿命化に向けた取り組みとして、「リペア対応
シリーズ」商品の展開を開始

 新たに販売を開始したVISLON®用リペア対応エレメントは、
VISLON®ファスナーのエレメントが取れてしまった時に、専用の工具を
使用してダイキャスト製のリペア対応エレメントを取り付け、ファスナーの
修理を可能にする

 各ブランドのリペアセンターでの修理が容易になり大幅な修理時間の削
減が期待できる
従来 ：ファスナーを製品からほどいて新しいファスナーに交換、縫製
本製品：破損したエレメント部分のみを修理

企業名

設立年

売上高

企業概要

 各ブランドのリペアセンターや専業の修理業者で行われるファスナー修理
の手間を簡素化できる

 お気に入りの衣服を長く愛着を持って着て頂くことで、循環型経済の実
現に寄与できる

 ファスニング・建材・ファス
ニング加工機械及び建
材加工機械等の製造・
販売

 国内のみならず、海外
にも拠点を構え、グロー
バル体制も整えている

 1994年に「YKKグルー
プ環境憲章」を制定し、
事業活動すべての領域
で環境活動に取り組ん
でいる

9,982億円
（2025年3月期グループ連結）

1934年１月

YKK株式会社

• 繊維製品の長寿命化に向けた取り組みとして、「リペア対応シリーズ」商品を展開。破損したエレメント部分のみ
の修理対応を可能にし、修理にかかる時間を大幅に削減できる商品を販売

1．エレメントが取れた状態 ２．専用工具、リペア対応エレメント ３．専用工具を用いた取り付け方法 ４．取り付け後の完成イメージ
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